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なぜ、「うるしの日」は制定されたのか？ 
 
人文科学研究科日本文学専攻 
国際日本学インスティテュート 
博士後期課程 2015 年度修了  漆原拓也 
 
序 章 はじめに  
 漆の歴史は大変に古く、福井県若狭町の鳥浜貝塚から出土した漆の枝は約 12,600 年前のものである。北海道
南茅部町の垣ノ島 B 遺跡から出土した赤色漆が塗られた副葬品は約 9000 年前のものであり、これまでに発見さ
れた世界最古の漆器製品となっている。飛鳥時代には仏教伝来とともに大陸から漆工技術が伝えられた。日本
に現存する最古の漆工芸品である法隆寺の玉虫厨子は外面に黒漆が塗られ、宮殿形をした周囲と台座部分には
彩漆で仏画が描かれている。奈良時代には正倉院御物に代表される螺鈿、金銀平文、密陀絵など高度な装飾技
術が編み出され、漆工芸の基礎が築かれた。平安時代には国風文化の隆盛の中、「片輪車蒔絵螺鈿手箱」に代表
されるように和様の蒔絵が全盛を迎え、奥州でも藤原氏によって蒔絵や螺鈿の装飾を駆使した中尊寺金色堂が
建立された。鎌倉時代には禅宗の伝来とともに中国の美術工芸品が輸入され、室町時代には中国から舶載され
た彫漆の卓、香合、食籠がもてはやされた。唐物崇拝の影響下で 15 世紀に彫漆技法による「牡丹彫木漆塗大香
合」や「牡丹唐草彫木漆塗前机」が作られた。同じく 15 世紀には漆面を彫って文様を作り、漆を塗り込み金箔
を箔置きする沈金技法によって「鳳凰沈金塗箱」などの作品が盛んに作られた。紀州の根来寺では朱塗の椀や
皿が作られるなど、漆で塗られた什器が多くの寺社で用いられた。一方、王朝文化への憧れを背景に「春日山
蒔絵硯箱」や「男山蒔絵硯箱」など復古的な文様の蒔絵作品が流行した。安土桃山時代には「秋草蒔絵見台」
をはじめ調度類などに用いられる高台寺蒔絵の技法が誕生した。また、聖餅箱、書見台、小箪笥などの宗教用
具や調度品に蒔絵の装飾を施した南蛮漆器が多く輸出された。江戸初期には本阿弥光悦の「舟橋蒔絵硯箱」、前
期には尾形光琳の「八橋蒔絵螺鈿硯箱」や「住江蒔絵硯箱」など独創的な作品が作られている。各藩でも漆器
製造が奨励され全国で産地形成がなされた。明治時代には内国勧業博覧会、共進会、漆工競技会が開催され、
ウイーン万国博覧会においても日本の漆芸品は高い評価を受けた。 
漆器ができるまでの工程は素地、下地作り、塗り、加飾に大別される。漆器の素地は木竹材では挽物、指物、
刳物、曲物、籃胎など、他の素材では紙胎、漆皮、乾漆、金胎、陶胎、縄胎などがあり、漆は様々な素材と融
合できる。下地には本堅地、蒔地、渋下地、豚血下地、膠下地などがある。塗りの工程は通常、下塗、中塗、
上塗となるが、他に摺漆、変塗、春慶、溜塗などの方法がある。加飾の方法は蒔絵、平文、沈金、螺鈿、漆絵、
箔絵、切金、卵殻などがあり、日本の漆工芸の表現方法は自由で多様である。多様性は個別のモノにもあては
まる。椀を例にとっても汁椀、飯椀、大椀、吸い物椀、雑煮椀、菓子椀、合鹿椀、時代椀など様々な名称で評
される。そして、産地の風土の特質を生かしたものづくりとして日本各地に今も受け継がれている。中国、韓
国、台湾、ベトナム、タイ、ミャンマー、ラオス、ブータンにも風土に応じた漆文化が育まれてきた。15 世紀
に成立した琉球王国においても、朱漆では桃山時代から江戸初期の「朱漆花鳥七宝繋密陀絵沈金御供飯」、黒漆
では 17～18 世紀の「黒漆雲龍螺鈿大盆」、堆錦や箔絵による漆芸品も多く作られるようになった。漆液も日本
や中国ではウルシオール、ベトナムや台湾ではラッコール、ミャンマーではチチオールと地域によって異なる。
用途として神輿、仏壇、仏具などの祭祀・宗教関係の工芸や、鎧兜・武具・武器など戦闘用の工芸に加えて、
茶の湯や煎茶席の道具にも使われる。日常生活で使う食器や住空間にも広く用いられてきた。漆自体は空気に
触れると自分の力で硬化し、強靭で優美な塗膜が作るという特性がある。いわば、天然の生きている塗料であ
り、漆液や木の自然の恵みと人間の技の融合によってもたらされる産物こそが漆工芸である。傷んでも修理し
て使うことができる循環型社会の象徴的存在といえる。このように、漆は長い歴史を持ち、多様な表現が可能
で多様な用途があり、環境に優しいものである。 
しかし、近年、漆器産業の衰退が加速化している。原因として、生活様式の洋風化、グローバリゼーション
の進展による均質化傾向、プラスティックなどの廉価な化学製品の大量生産システムが出現、それに伴う大量
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消費・大量廃棄型の経済社会の定着などが挙げられる。漆器製作の工程が複雑であり、分業制がとられること
が多いことも近年の後継者不足と相まって衰退化傾向に拍車をかけている。漆掻き用具や蒔絵筆を製作する職
人の減少の問題もある。加えて、漆と類似した素材や製品の登場による品質表示の不透明化が消費者に対して
誤認混同を与えかねない状況も問題を複雑化させている。そのような中で 1985 年に日本漆工協会は 11 月 13
日を「うるしの日」と制定し、漆文化の普及啓発を図ってきた1。しかし、制定から 30 年を経た今日、漆
器製品を販売する百貨店において「うるしの日」という言葉は聞かれず、記念日として認識されていない。 
先行研究では「うるしの日」について詳述しているものは管見の限り見られない。そこで、本研究では、制
定から 30 年を経た現在、一般に浸透していない状況を念頭に、原点に立ち返り、そもそも、「なぜ、「うるしの
日」は制定されたのか」とする研究課題を設定し、検証する2。 
 
第１章 仮説の設定 
本研究では、「なぜ、「うるしの日」は制定されたのか」という研究課題を明らかにするため、「「うるしの日」
は権威付けのために制定された」とする仮説を設定し、検証する。制定根拠は京都嵐山の法輪寺の石碑「うる
しの碑」に刻されている以下の文言と考えられる。 
 
惟喬親王が当寺に参籠され、本尊虚空蔵菩薩より、うるしの製法と漆塗りの技法を御伝授されて
完成し、日本国中に広められました。その参籠満願の日が 11 月 13 日といわれています。漆業関係
者は当日をうるしの日と定め毎年、お詣りして漆業の発展を祈願しています。このように虚空蔵法
輪寺はうるしにゆかりの深いお寺です。ここに漆文化の象徴としてうるしの碑を建立しました3 
 
また、『虚空蔵法輪寺要誌』にも類似する内容が記されている。 
 
文徳天皇第一皇子惟喬親王は我邦に於ける漆器製法の未だ完全ならざるを慨歎し給ひ、当山に参籠し
本尊に祈誓し、夢に高僧より伝授して漆下地、磨出法、継漆法等を完成し給ふ。爾来漆器製法の守護尊
として漆器商家並其製造人は、毎月十三日報恩講を設けて本尊を供養し崇信すること現今各地に盛大な
り。俗に継漆をコクソと称するは虚空蔵漆の転訛せしなりと云ふ。亦以て漆器製法の守護尊たるを知る
べし4 
 
これらの話自体がどのように成立したのかが明らかになれば、この話を起源とした「うるしの日」の制定理
由も明らかになる。次章では、制定の背景、制定以降の取組み、低迷している漆業界の現状を明らかにする。
第３章では、制定の根拠となっている惟喬親王伝説5に期待された役割について、第４章では、同じく制定の根
拠となっている虚空蔵菩薩信仰に期待された役割について明らかにする。第５章では、漆業の人々がなぜ、「う
るしの日」制定にあたり権威付けという選択をしたのかを明らかにする。終章では、本章で設定した仮説の検
証結果を確認し、検証結果である権威付けがもたらす副作用について述べる。 
 
第２章 低迷する漆業界 
本章では「うるしの日」が制定された背景について述べ、つづいて、制定以降の漆業界の取組みについて述
べ、さらに、30 年を経た今日、漆業界がどのような結果を迎えているのかを明らかにする。 
 
 
                                                          
1  日本漆工協会『日本漆工』402：54-55 頁 1985 年 
2 本研究は一般社団法人日本漆工協会の公式見解ではなく筆者の私論である。 
3 『日本漆工』440：44 頁 1989 年 
4  服部賢成『虚空蔵法輪寺要誌』：7-8 頁 法輪寺 1915 年  
5 惟喬親王を漆祖とする先行研究は佐野賢治（佐野,1991）、大和岩雄（大和,1993）、橋本鉄男（橋本,2012）などがある。 
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１ 制定の背景  
 かつて、一定の規模を有するまでに発展しながら、現在は消滅している漆器産地は少なくない。本荘漆器、
山形漆器、米沢漆器、鶴岡漆器、江戸漆器、長岡漆器、柏崎漆器、魚津漆器、城端漆器、飯田漆器、静岡漆器、
名古屋漆器、桑名盆、彦根漆器、吉野椀、堺春慶、竹田椀、松江漆器、広島漆器、半田漆器、日田漆器、長崎
漆器など実は枚挙に暇がないほどである。伝統的な工芸品の技術・技法を受け継いでいく必要性から 1974 年に
伝産法が制定され、通産大臣による伝統的工芸品の指定が開始された。「うるしの日」の制定までに、漆器では
1975 年に津軽塗、会津塗、木曽漆器、高岡漆器、輪島塗、山中漆器、飛騨春慶、越前漆器、1976 年に川連漆器、
村上木彫堆朱、京漆器、香川漆器、1978 年に若狭塗、紀州漆器、1979 年に鎌倉彫、1980 年に金沢漆器、1984
年に小田原漆器、1985 年に秀衡塗、浄法寺塗が指定されている。 
 「うるしの日」制定に関わった団体はどのような取組みをしてきたのであろうか。1948 年設立の日本漆工協
会は漆文化の振興を目的とした一般社団法人であり、精漆、素材、生産、漆芸、流通、愛好家など漆に関わる
団体、企業、個人が構成員である。既に 1951 年から虚空蔵菩薩を本尊とする東上野の宋雲院において虚空
蔵菩薩奉讃式を行い6、業界関係者約 20～30 名を集めて継続して実施している。1957 年結成の全国漆業連
合会も「うるしの日」制定以前から7法輪寺で漆祖虚空蔵菩薩祭を 20～30 名の業界関係者を集め実施してい
る。同じく 1957 年発足の日本精漆工業協同組合は中小企業協同組合法に基づく協同組合であり、全国の精漆業
者を構成員とし、外国産漆の直輸入を実施してきた。全国漆業連合会と連携して活動することが多く、「うるし
の日」の制定に両団体が関わっている。 
一方、漆器産地にも惟喬親王と虚空蔵菩薩を崇める風習が伝わっていた。山中漆器産地では 1908 年に漆器
界の隆盛を祈願して祭神を惟喬親王とする東山神社が建立され、さらに 3 年後、虚空蔵菩薩を祭神とす
る祠が建てられた。『石川県江沼郡誌』にも「塗師屋祭 11 月 13 日東山なる虚空蔵菩薩を祭り、業を休
み、牡丹餅などを作りて祝ふ」との記述が見られる8。また、紀州漆器産地の海南市黒江においても 10 月
13 日に塗師屋の間でこくそ祭が行われ虚空蔵菩薩を讃えて、親類縁者を招いた祭りが行われてきた（冷
水,1975：95）。 
このようなことから、伝統的工芸品指定による盛り上がりの機運を受け、漆団体や漆器産地で以前から行
われてきた惟喬親王や虚空蔵菩薩にちなんだ行事を利用して記念日を制定しようとして「うるしの日」が構想
されたと考えられる。 
 
２ 制定以降の取組み 
日本漆工協会は明治神宮での「うるしの日」に関する行事として漆生産地から明治神宮に苗木を集め、祓い
をして神木とし産地に戻すための漆苗木授与式や、漆芸家や漆工職人によって作られた漆器を明治神宮に奉納
する漆器奉納奉告式を開催している。また、漆工功労者、優秀漆工技術者、永年勤続従事者の表彰を行ってい
る。全国漆業連合会は毎年、法輪寺において漆祖虚空蔵祭を実施している。1988 年 11 月 13 日には日本
精漆工業協同組合とともに「うるしの日」制定を記念して京都嵐山の法輪寺において「うるしの碑」除
幕式を行っている9。  
各産地の動向も確認しておきたい。津軽塗産地では青森県漆器協同組合連合会は第 1 回の「うるしの日」で
ある 1985 年 11 月 13 日に常源寺及び求聞寺において業界関係者を集め記念行事を行い、その後も実施してきた
10。浄法寺塗産地では 1986 年から 11 月 13 日に岩手県浄法寺漆生産組合が中心となって毎年、漆苗木記念植樹
祭を開催してきた11。川連漆器産地では秋田県漆器協同組合が 1986 年 11 月 13 日、広沢寺で漆業界の発展を祈
願した12。会津塗産地では会津漆器協同組合連合会が 1985 年 11 月 13 日に漆器供養祭を開催し13、その後も先
                                                          
6  東京漆器商工業協同組合編集委員会『明治百年 東京漆器の歩み』：68 頁 東京漆器商工業協同組合 1968 年 
7  高津戸益美編集『日本精漆工業協同組合 10 年史』：3 頁 日本精漆工業協同組合 1967 年 
8  江沼郡『石川県江沼郡誌』：17 頁 1925 年 
9 『日本漆工』440：44 頁 1989 年 
10 『日本漆工』458：20 頁 1990 年 
11 『日本漆工』429：29-30 頁 1988 年 
12 『日本漆工』418：38 頁 1987 年 
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人への感謝、業界の発展を祈願してきた。茨城県大子町では 1986 年 11 月 15 日に明治神宮漆苗木植樹祭を開催
し14、1989 年 11 月 13 日には明治神宮うるしの森記念碑が建立され15、その後も漆苗木授与式が行われてきた。
山中漆器産地では山中漆器連合協同組合が業界関係者を集め東山神社で業界の発展を祈願した16。また、1995
年 11 月 22 日には山中漆器ろくろ技術保存会によって記念植樹を行われている17。輪島塗産地では 1990 年 11
月 15 日に輪島漆器商工業協同組合が中心となり、明治神宮うるし苗木植樹祭を行っており18、その後も植樹祭
を行っている。高岡漆器産地では 1985 年 11 月 13 日に高岡漆器の代表的技法である勇助塗を生み育てた石井勇
助の顕彰碑を本陽寺に建立した19。その後も業界関係者が記念行事を行ってきた。京漆器産地では京都漆器工
芸協同組合は法輪寺への参詣、京都市左京区の惟喬親王御墓参拝などを実施している20。香川漆器産地では香
川県漆器工業協同組合は 1986 年 11 月 13 日に高松商工会議所で業界関係者を集め業界発展を祈願した21。この
ように、「うるしの日」の制定を皮切りに各産地で業界関係者を中心に同種の事業が行われるようになったこと
が分かる。 
 
３ 漆業界の現状 
本節では漆業界の現状を確認するために、生漆の輸入及び生産の統計を見ておきたい。 
   
表 122に見られるように、2015 年の生漆の輸入量は約 44 トンである。これは前々年の約 39 トン、前年の約
42 トンを上回り 2 年連続での増加となった。しかし、近年の生漆の輸入数量は 10 年前の 2006 年の半分以下と
なっていて、近年、漆の需要が大きく減少しているということは明らかである。国産漆の生産額はグラフ１23の
とおり 1960 年には 20,001 キログラムであったが、2015 年には 1,181 キログラムへと激減している。国内での
生漆の生産量も年々減少であり、輸入量と比べて圧倒的に低水準で推移おり、需要の中心は輸入品に頼らざる
を得ない現状となっている。 
一方、漆器産地における伝統的工芸品の指定基準を満たした漆器、つまり、伝統的工芸品産業振興協会が発
行する伝統証紙を貼付することができる漆器の生産額は、伝産法制定直後の 1975 年度及び 1979 年度の調査で
                                                                                                                                                                                     
13 『日本漆工』458：20 頁 1990 年 
14 『日本漆工』418：22-23 頁 1987 年 
15 『日本漆工』444：21 頁 1989 年 
16 『日本漆工』422：23 頁 1987 年 
17 『日本漆工』524：33 頁 1996 年 
18 『日本漆工』464：31 頁 1991 年 
19 『日本漆工』407：34 頁 1986 年 
20 『日本漆工』452：34 頁 1990 年 
21 『日本漆工』418：39 頁 1987 年 
22 日本特用林産振興会編集『特産情報』442：25 頁 2016 年 をもとに作成した。 
23 林野庁経営課特用林産対策室『平成 27 年度特用林産基礎資料』：104 頁 2016 年 をもとに作成した。 
輸入数量 輸入金額
（kg） （千円）
2006 97,542 164,155
2007 81,423 166,745
2008 70,476 156,358
2009 41,050 97,072
2010 54,091 131,871
2011 58,072 155,905
2012 51,584 161,104
2013 39,497 185,817
2014 42,245 230,635
2015 44,014 255,615
年次
【表１】　年次別　輸入動向
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は総額 300 億円あり、1989 年度及び 1992 年度の調査で 400 億円台となったが 2006 年度では 200 億円へと大き
く減少している（漆原,2013:42-143）24。産地からいわば本物の漆器が消えつつある状況といえる。 
日本精漆工業協同組合はバブル崩壊以降の長期不況により、組合員の脱退が相次ぎ、生活様式の変化からく
る伝統的産業の地盤沈下と先細り傾向から有効な施策も講ずることができないため、漆の需給間の混乱収拾を
目的に 2000 年に解散した25。日本漆工協会もピーク時 1,400 名であった会員数は 450 名を割り込んでいる26。
現在の「うるしの日」に関する行事は日本漆工協会や全国漆業連合会によって実施されている他は、漆器産地
では会津塗、村上木彫堆朱、新潟漆器などの各産地に行われている27ことが確認できる程度である。行事の内
容も形式的なものが細々と行われ、一般の人々に縁遠いものとなっただけではなく、業界関係者にとっても分
かりづらいものになった。 
 
第３章 惟喬親王伝説の役割 
本章では、まず、なぜ、「うるしの日」は制定されたのかを考えるために惟喬親王を漆祖とする伝説、つづい
て惟喬親王を木地師祖とする伝説が創造される過程を確認し、漆業界が惟喬親王伝説に期待した役割を明らか
にする。 
 
１ 惟喬親王漆祖伝説の創造 
本節では、「うるしの日」の根拠となっている惟喬親王と漆との関係はどのようなものであったかを明らかに
する。はじめに、滋賀県日野に惟喬親王と漆に関する逸話が伝わっているので見ておきたい。つづいて、同じ
く滋賀県朽木にも逸話が残っているので確認する。さらに、なぜ、惟喬親王と漆が関連付けられたかを明らか
にするため塗師と木地師の関係を述べる。 
 
日野椀と惟喬親王伝説 
1715 年の『和漢三才図会』〔巻 31〕にも以下のように記されている。 
 
相伝漆椀は惟喬親王に始まる。江州日野に惟喬を祀りて神となす。蓋し惟喬は文徳天皇の第一子也。
然して第四惟仁、忠仁公を以て外祖となす。故に皇太子となる。ここに於て惟喬、洛外山崎水瀬宮に閑
居し、詩を吟じ歌を詠じて俗塵を厭い叡山の麓小野に隠る。疑らくはその閑居を以って漆器杓子等を考
え人をして之を作らしむ28 
 
この惟喬親王が漆椀を始めたとする伝説はどのように創造されたのであろうか。滋賀県日野は蒲生氏
が鎌倉時代から安土桃山時代まで 400 年以上治めた城下町である。日野椀の成立時期は特定できないが、
蒲生氏の治下、室町時代の成立と考えられ、量産型の日用漆器が中心の産地であった。木地師根元地に隣
接し、日野は鈴鹿山系の良材に恵まれ、日野は「檜物庄」と呼ばれるほど、大量の檜が産出した地域であ
った。江戸中期の旅行家、百井塘雨による紀行文『笈挨随筆』〔巻 8〕には君ヶ畑について「飯器の挽物
を業とせしが、日野椀折敷也」とあり、「今は山中の樹木は皆伐尽しぬれば、右免許の旨に任せ、諸国の
山中に入て、木を伐て挽物とし世をわたりて、多くは此山里に帰らず。今僅に三十軒のみ」と紹介され
ている29。 
江戸中期の国学者、寒川辰清による『近江國興地志略』には日野椀について「日野仁正寺の出すとこ
ろなり」と紹介されている30。仁正寺は現在の蒲生郡日野町に位置する。日野椀の塗師は 17 世紀半ば過
                                                          
24 2017 年 7 月現在、『全国伝統的工芸品総覧』は平成 18 年度版を最後に発行されていない。 
25 日本精漆工業協同組合・全国漆業連合会『うるしレポート』122 2000 年 
26 『日本漆工』659：26 頁 2016 年 
27 『日本漆工』660：10-11 頁 2017 年 
28 寺島良安『和漢三才図会』谷川健一編集『日本庶民生活史料集成』28：465 頁 三一書房 1980 年 
29 百井塘雨『笈挨随筆』日本随筆大成編集部『日本随筆大成』第 2 期 第 12 巻：171 頁 吉川弘文館 1974 年 
30 『古事類苑』産業部 1：799 頁 吉川弘文館 1984 年 
45
 
 
ぎの段階で 200 軒であったが、1783 年の段階では 70 軒に減少している。日野椀は既に 16 世紀末の時点
で産業政策に力を入れていた蒲生氏の移封もあり、18 世紀半ばの時点では粗製濫造が見られ、天保年間
には日野椀の製造が途絶えた（北野,2005:104-109）。原木が早くから伐り尽くされ木地業が衰退したこ
とに加え、1706 年の俳文集『本朝文選』にも「日野椀の壺、皿、いとさびしきにつきすへたり。見る目
いぶせく胸ふさがり」と記されている31。1878 年の『工芸志料』にも日野塗について「京師及び大坂に於
いて製する所の者に比すれば、稍下等なり」と記され32、木地が厚く加飾がないものが多く、次第に多様
化する庶民の嗜好に対応できなかったと考えられる。  
896 年すなわち惟喬親王死去の前年の成立と伝えられる日野町大窪・伝井上伝八家旧蔵の文書には次のよう
に記されている。 
 
秘かに法華経の軸に二の紐を施し、轆轤を作し円器を造す・是れ本朝轆轤の始めなり。親王山家の貧
苦を憐みて、世業を為す。堀川中納言に命じ、筒井蛭谷の郷土に之を授く（中略）又、保内の郷柿有り。
大きさ桐子の如し。名を猿冶郎柿と曰ふ。此渋を取り、杉・檜の炭を合せ、以て彼の円器の木地に塗る。
砥を以て之を磨き、又、之に漆を塗り飯器と為す。自ら之を御器と称ふ。是本朝塗師の始なり。民部卿
頼貞に命じ、日野雙六の郷士に之を授く（橋本,2012:506）。 
 
これは漆器用渋の原材料として柿渋が用いられたことを紹介しているものであり、保内郷は柿の生産地であ
った。さらに、轆轤を作らせた木地師祖である惟喬親王を漆祖としても位置づけている。以上のことから明ら
かなように、9 世紀の人である惟喬親王と室町時代頃に成立した日野椀との関係はあくまで伝説上のもの
である。 
 
朽木盆と惟喬親王伝説 
 滋賀県高島市の一部は 2005 年の市町村合併まで湖西一帯は朽木村と呼ばれていた。朽木は朽木盆の産
地で比良山系にあり、朽木の杣と呼ばれ、良材に恵まれた山であった。奈良時代に石山寺造営のため朽
木に高嶋山作所が設置され、小川津という港から周辺の山で伐採された木材を筏に乗せ川の流れを使っ
て運び出されていた。朽木谷南西部の谷あいは針畑谷とよばれ、「ハタ」という読みが入ることから、秦
氏の影響を窺わせる（橋本,1993:71）。室町時代になると朽木氏の庇護の下、椀、盆などの木器の生産が
始まり、手挽き轆轤を使って加工し、安土桃山時代頃には木地に漆を塗った朽木塗が隆盛した。現在の
高島市朽木岩瀬にあたる隣村の岩神には塗師屋があり、山本善兵衛の存在が知られる33。朽木盆は黒、朱、
緑、茶色の地に色漆で菊をはじめ草木、鳥、山水を描いたもので筆跡の残る素朴さの中に鮮やかな色彩
によって雅味を漂わせているものである。黒地に朱で十六弁の菊花を描いた菊盆が知られる（隼
瀬,2015:19）。皇室と同じ十六菊の紋を用いたことについて、沢口悟一は朽木がかつて延暦寺の寺領であ
り、同寺の御用品として製作した由来が伝えられていると指摘している（沢口,1966:95）。別の観点とし
ては惟喬親王との関係を主張したいからとも考えられるが、実際には惟喬親王の時代には十六菊が用い
られていた訳ではない。十六紋がはじめて用いられるようになったのは、鎌倉初期に菊を好んだ後鳥羽
上皇が自ら菊紋を刻んだ刀剣に用いてからと伝えられる。 
 1645 年の松江重頼による俳諧入門書で諸国の産物が記された『毛吹草』〔巻 4〕にも「朽木の塗物、盆
鉢五器等」と紹介されている34。1675 年の俳諧集『俳諧当世男』には松尾芭蕉が重陽の季節に詠んだ「盃
の下ゆく菊や朽木盆」の句が収録されている35。井原西鶴の好色物『椀久一世の物語』に「朽木盆に盃を据
                                                          
31  森川許六『本朝文選』『日本俳書大系』4：557 頁 日本俳書大系刊行会 1926 年  
32  黒川真頼『工芸志料』前田泰次校注『増訂 工芸志料』：370 頁 平凡社 1974 年 
33  朽木村編纂委員会『朽木村史』資料編：153 頁 高島市 2010 年 
34  松江重頼『毛吹草』竹内若校訂『毛吹草』：171 頁 岩波書店 1943 年  
35  神田蝶々子『俳諧当世男』勝峰晋風編『日本俳書大系』8:97 頁 日本図書センター 1995 年 
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え」と記される36ほど広く知られていた。本草学者の貝原益軒による紀行文『西北紀行』には 1689 年 2 月 3
日に朽木谷を通った際のこととして「朽木の杣は朽木の奥にあり。名所也。今も材木薪をきる。朽木よ
り京へは南にゆく十二里あり。朽木の町にて、挽物を作り、漆にてぬる椀盆などあり。漆多ければなり。
京都へ出し諸国にうる」とある37ように朽木が材木の名所であり、漆が多くとれたことも紹介されている。
1691 年の旅行家の磯貝舟也による地誌『日本鹿子』〔巻 8〕にも「朽木塗物 盆 鉢 五器」と紹介され
ている38。また、松江藩主の松平不昧公にも好まれ、『雲州名物』にも取り上げられている39。1830 年の国
学者の喜多村信節による随筆『嬉遊笑覧』〔巻 2〕には、俳諧師、松永貞徳の往来物で 1650 年の『貞徳文
集』に「椀は朽木五器木具金箔押可然候哉」とあり、俳人の浜川自悦の 1680 年の『洛陽集』に「花に呼
ぬ主の杣や朽木盆などみゆ」とあることが紹介され、「朽木の膳具も古きもの也。金箔押の木具も今は神
に供する物とのみおもへり」とある40。『和漢三才図会』〔巻 71〕にも「椀（日野）」や「塗盆（朽木）」と
あり41、旅行者などによって紹介され、名産品として認知されていた。 
朽木にも惟喬親王伝説が伝わっていた。『高島郡誌』に「木地は専ら木地山葛川に産せり轆轤の業は麻
生の枝郷轆轤谷の住民の生業なりき、其民は愛知郡より移住したなりと伝ふ」とある42ように、木地師根
元地との関係を確認できる。木地山は麻生に位置する。麻生木地山は巡回者が最初に訪れる氏子駆帳に
最初に記載される帳始めの村であった（橋本,1993:76-77）。1694 年に朽木谷の麻生木地山に 800 年を記
念して建立された木地師の塔には「惟喬親王 御廟筒井正八幡宮 日本轆轤師等鎮守。当国麻生山京都
江戸大坂木地屋惣中建之、元禄七甲戌三月五日」と刻されていることから江戸初期の段階で、朽木谷の
麻生が木地師にとって重要な地域であったことが分かる。また、元和の頃の松竹堂梅道人書による惟喬親
王画像には「（前略）惟喬親王英才之風雅に長し給ひ御物好之余り、飯椀等を漆塗に始させ給ふ、朽木盆等之余
風今に朽せす末代之重宝也（後略）」という賛が記されている43。しかし、惟喬親王の時代に漆塗が始まった訳
でもなく、また、親王の時代に朽木盆も存在せず、これも漆祖伝説の創造作業の一環であり、この伝説は江戸
時代頃に作られたということである。 
 
塗師と木地師の関係 
では、なぜ、惟喬親王と漆が関連づけられたのであろうか。そのことを明らかにするために、塗師と
木地師の関係を振り返っておきたい。6 世紀中頃、大陸からの仏教文化の伝来とともに仏像や仏具が入っ
てくるようになり、646 年に従来の世襲制の漆部連を廃され、漆の需要の増加に対応するために 701 年の
『大宝令』には漆工を監督する部署として大蔵省所属の漆部司の職制が定められ、正 1 人、佑 1 人、令
史 1 人、漆部 20 人、使部 1 人、直丁 1 人が設けられ44、専門職として漆樹栽培の奨励、漆工の養成、技
術指導を担い、貴族的漆工芸を牽引するようになった。741 年に国分寺、国分尼寺建立の詔、743 年に大
仏建立の詔により一層、漆器が貴族や寺院に不可欠なものとなった。仏像や仏堂、寺院建造物の柱、調
度品、食器にも漆が塗装された。757 年の『養老令』の注釈書『令義解』〔巻 3〕の「田令」には課され
た漆の生産量が記され、上戸には漆 100 本、中戸には 70 本、下戸には 40 本以上と基準が設けられ45、漆
が重要な特産物であったことが分かる。『正倉院文書』には 762 年 4 月 18 日に「塗工 秦廣万呂」の記
                                                          
36  井原西鶴『椀久一世の物語』麻生磯次・冨士昭雄訳注『決定版 対訳 西鶴全集』4：17 頁 明治書院 1992 年 
37  貝原益軒『西北紀行』『日本紀行文集成』1：122 頁 日本図書センター 1979 年 
38  磯貝舟也『日本鹿子』：309 頁 クレス出版 1994 年 
39  松平治郷『雲州名物』千宗室編纂『茶道古典全集』12：372 頁 淡交新社 1962 年 
40  喜多村信節『嬉遊笑覧』日本随筆大成編集部『日本随筆大成』別巻 嬉遊笑覧 1：389 頁 吉川弘文館 1979 年 
41  『和漢三才図会』谷川健一編集『日本庶民生活史料集成』29：225 頁 三一書房 1980 年 
42  高島郡教育会『増補 高島郡誌 全』：852 頁 1972 年 
43  正野雄三編『日野椀・日野塗』：137 頁 1993 年 
44  藤原不比等他『大宝令』窪美昌保『大宝令新解』1：78 頁 越中 橘井堂蔵 1924 年 
45  清原夏野『令義解』坂本太郎・黒板昌夫校訂『新訂増補國史大系』22：109 頁 吉川弘文館 2000 年 
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述も見られる46。 
808 年に漆部司と画工司は内匠寮に合併され、平安京遷都を最後に中央政府による宮都建設の大型土木
工事が終焉し、811 年には漆部は廃止される。やがて山作所も解体を余儀なくされる。そのため、木地師
や塗師も自立の道を求めて、各地で新たな漆器生産を開始する。11～12 世紀になると材料や工程を大幅
に省略し柿渋に炭粉などを加えて素地に塗る渋下地漆器が出現した（四柳,2006:184）。鎌倉期には武士
階級の全国的広がりにより漆工芸が地方に普及した。南北朝期から室町期にかけて手工業が成立し、都
市が勃興し、商業の発展などの社会経済的条件が整備され、中央から地方へ、貴族的漆工芸から庶民的
日用漆器への発展が決定的なものとなった（半田,1970:10-11）。鎌倉の佐助ヶ谷遺跡には 1,300 点にも
及び漆器が出土され、12 世紀の絵巻物『病草紙』には生活の中で用いられる漆椀が描かれ（四
柳,2006:197,386）、室町初期頃の往来物『庭訓往来』には領内で活動する職業として檜物師、轆轤師と
ともに塗師と蒔画師が挙げられている47。また、「奥漆」の記載48から、東北地方で生産された漆が流通し
ていたことが考えられる。江戸前期の浮世絵師、菱川師宣による『職人尽図巻』〔巻 2〕には店の前で仕
上げの塗りをする塗師の姿が描かれ49、漆器が庶民のものになっていく過程を垣間見ることができる。木
工の製作の中心は民衆の必要とする膳、盆、鉢、椀、皿に移行していった。『嬉遊笑覧』〔巻 2〕に「里は
なれたる処などには漆もぬらぬ合子を用ひたる故に、質朴に堅固なるものを白木合子といふ是なり（後
略）」とある50ように、奥山では依然として白木地の椀や盆が使用されていたが、次第に、椀は報恩講な
どに用いられるだけでなく、生活に必要な素朴で実用性のあるものとなり、漆器の利用が日常食器にも
及ぶようになった。漆器製造の工程は木地師が担う素地制作の工程、下地師が行う素地加工の工程、塗
師が行う漆塗装の工程がある。さらに蒔絵や沈金などをする場合は加飾の工程に移る。中世では近江か
ら紀州の根来へ、近世になると漆器の産地は山中・輪島・木曽・会津などに広がった。「漆採取・藤屋店
頭図屏風」51には漆の仲買人の姿が描かれており、近世における大坂の漆業の繁栄ぶりを知ることができ
る。石川県真砂の木地師は山中と交流し、大聖寺川の沿岸に山中漆器生産地帯が形成され、千筋挽とい
う技術が生まれた52。近江の木地師たちは平安遷都とともに近江を支配していた秦氏の統轄が薄れ、また、
木材の減少に伴い美濃・尾張・信濃などに漂泊せざるをえなくなったと考えられる。木地師は木片を加
工し荒形まで成型することが仕事であるが、近世の段階で木地師が塗師の下請け的な仕事を担うように
なり、木地師と塗師職が結びつき定住性を高めていた。 
 
２ 惟喬親王木地師祖伝説の創造 
 前節では、塗師と木地師の結節点について考えられることを述べた。本節では前節に引き続いて、惟喬
親王伝説に期待された役割を明らかにするために漆祖伝説に先んじて創造された木地師祖伝説がどのよ
うに創造され、浸透していったのかを述べる。木地師とは木工用の轆轤を道具として丸膳、椀、盆など
の円形木器の素地を挽き作った特殊な旅職集団のことである（橋本,1979:37）。既に弥生時代において轆
轤を使って円形の器物を作ることは行われていた。古代においては轆轤工、中世においては轆轤師、さ
らに木工技術の専門性が深まるともに木地屋へと呼称が変化するようになった（橋本,1970:43）。  
木地師の里である琵琶湖周辺は優良な檜に恵まれ、大和国及び山城国に隣接するという地理的事情に
より宮都建設のために木材を供給する重要な地域であった。山城国小野が惟喬親王の終焉地と考えられ
るが、隣国である近江国小椋谷の蛭谷や君ヶ畑に親王ゆかりの史蹟が散見される。小椋谷が親王を祖と
                                                          
46 『正倉院文書』東京大学史料編纂所「奈良時代古文書フルテキストデータベース」『大日本古文書』2016 年 8 月 14 日検索 
47  作者不詳『庭訓往来』石川松太郎校注『庭訓往来』東洋文庫 212：88 頁 平凡社 1973 年  
48  同前：112 頁  
49 楢崎宗重編『秘蔵浮世絵大観』1：188-189 頁 講談社 1987 年 
50 『嬉遊笑覧』前掲書：389 頁 
51  大阪市立博物館編集『商人の舞台－天下の台所・大坂－』：48-49 頁 1996 年  
52 山中漆工史編集委員会『山中漆工史』：31 頁 山中漆器商工業協同組合 1974 年 
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する木地師ネットワークの根元地であったからであり、かつては小椋千軒や筒井千軒といわれるほど賑
わいを見せた地域であった。蛭谷は現在の滋賀県東近江市である。蛭谷の筒井峠には「惟喬親王幽棲趾」
と刻された石標が建てられ、筒井神社跡にも惟喬親王像が建つ。筒井神社が頒布した掛軸には「器地轆
轤之祖神惟喬親王命尊像」と書され、中央に惟喬親王、その後方、右に十六菊、左に五七の桐、前方に
は男女が轆轤をまわし、椀を作製している姿が描かれている。蛭谷には「近江州愛智郡小椋庄筒井轆轤
師職能之事称四品 小野宮制作彼職相勤之所神妙之由候也専為器質之統領諸国令山入之旨西者櫓櫂立程
東者駒蹄之通程被免許訖者 天気所候也 仍執達如件左大丞在判 承平五年十一月九日 器杢助」と記
された朱雀天皇綸旨とされる文書が伝わる（橋本,1970:44）。もっとも、小野宮すなわち惟喬親王が轆轤
を制作したという内容的な疑義は勿論、文書そのものが正式なものとは考え難い。また、1583 年 6 月付
で丹羽長秀名により筒井公文所宛に日本国中の轆轤師の諸役御免の免許状を出され、1587 年には増田長
盛名による筒井公文所宛の文書が伝わる53。蛭谷にある木地師の氏子駈の記録台帳である氏子駈帳は 1647
年から 1893 年まで 32 冊あり、49,990 人が記載される（橋本,1970:7）。当初、蛭谷の神主は輪番制であ
ったが、大岩氏に固定されるようになると、大岩氏によって氏子狩による全国的な木地師支配制度が確
立された。卜部兼倶の吉田神道が全国の神社を組織化する過程で、筒井神社と、帰雲庵内にあった氏子
を管理した役所である筒井公文所は吉田家の傘下に入った。1665 年に諸社禰宜神主法度が制定され、吉
川惟足により吉田家が諸社の執奏を行うようになっていた（高埜,2003）。もう一つの木地師根元地であ
る君ヶ畑も東近江市に位置する。『笈挨随筆』にも「君が畑という山里有。昔惟高ママ親王此所に隠ましま
し。即此に薨じ給ふとて御あり」との記述が見られる54。文化年間の本居宣長の『玉勝間』〔巻 6〕に「あ
ふみの犬上ノ郡の山中に、君が畑村といふ有て、大公大明神といふ社あり、惟高ママ親王をまつるといへ
り。村の民ども、かはるがはる一年づつ神主となる（後略）」とある55ことから君ヶ畑では神主は輪番制
であったことが知られていた。君ヶ畑にある金龍寺の大皇器地祖神社は、惟喬親王の薨去の翌年にあた
る 898 年創建と伝えられ、惟喬親王が祭神となっている。「器地」という語は木地を連想させる。君ヶ畑
に伝わる文書としては 1357 年の足利尊氏奉行連署状、1572 年の正親町天皇綸旨「近江国筒井職頭之事」
などが挙げられる（橋本,1979）。大皇大明神を祀る金龍寺の高松御所は神祇伯白川家に属していた。祭
神は惟喬親王で、神紋には十六菊が用いられている。君ヶ畑には 51 冊の氏子狩帳が遺され 1694 年から
1893 年にかけて 9,734 人が記録される（橋本,1970:7）。また、大田南畝の『一話一言』〔24〕にも、狂歌
仲間の伊勢屋久右衛門宅である浅草庵で関家の家臣某から聞いた話が紹介されている。 
 
近江の国日野より政所、たで畑を過ぎて、君が畑に至る間の山谷に紅葉多し。                
君が畑に大皇大明神といふあり、惟高ママ親王を祀る。一年に七十五度の神事あ   
り、その地の農家これをつとむ。みな親王につかへしものの末葉なるべし。君 
が畑より六里ゆきてお池がたけといふあり。是はむかし御庭の池なりといふ、 
紺菊多し。いせ物語に在原業平朝臣の雪にふりこめられけんも此あたりなるべ 
しとゆかし。又惟高ママ親王手植えの松あり、大さ三囲ばかりなりといふ56 
 
このように、江戸後期に惟喬親王と木地師の里である君ヶ畑との関係を示す伝説が流布されていた。 
平安遷都を経て、宮都や社寺造営という大型公共事業が下火になるにともない、工人たちは日常食器
の製作に転じる。既に木材が大量に伐出されため、木材の需要を求めて各地に移動しなければならない
ため、仲間が結束して強固な組織を作り新たな仕事場において外部と対抗することが必要となった。山
地を漂泊する木地師たちは政府に木材伐採などの免許を求めたいが、山中深くに住み、絶えず移動せね
                                                          
53 和歌山県漆器商工業協同組合『紀州漆器のあゆみ』：6 頁 1986 年  
54 『笈挨随筆』前掲書：171 頁  
55 本居宣長『玉勝間』村岡典嗣校注『玉勝間』上：247 頁 岩波書店 1934 年   
56 大田南畝『一話一言』濱田義一郎編集『大田南畝』13：433 頁 岩波書店 1987 年 
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ばならない。太閤検地を経て、徳川幕府が 1664 年に諸藩に対し宗門改専管の機関を常置することを命じ
た後、各地で宗門改帳が作成されるようになり（松浦,2015:411）、庶民はどこかの寺社の氏子とならね
ばならなくなった。しかし、木地師は移動しなければならないので所属する寺社を持てない。また、定
住している農民側からは漂泊民である木地師に対する蔑視観もあった（折口,1937）。そこに権威を楯に
し、木材の伐採権、税の免除、関所の自由な通行権を認めた文書が有効となる背景があった。氏子狩と
称して全国各地に散在している氏子の間を勧請してまわることが積極的に行われるようになった。活動
を保証する御墨付きといわれる鑑札、免許状、木札、往来手形、印鑑などが身分証明書の役割を果たし
た。木地師になるものは成人の儀式では氏子の証である烏帽子をかぶり、直垂をまとい、神前で氏名乗
りをして祝酒を行った。さらに、烏帽子の頒布、資金の貸与、婚姻の世話、情報提供など相互扶助の体
制が整備された（橋本,1979）。木地師は個人別に徴収される氏子狩料、世帯別に奉加する初穂料を払っ
てまでも氏子となった。加入者は氏子として身分が保障された。江戸中期以降に随筆や紀行文に上記の
如く言及があることは、近世前期から木地師祖伝説を基盤とした氏子狩によってネットワークの実体化
がすすめられたことの証と捉えられる。同じ祖先に連なるといっても伝説にすぎないので、氏神を中心
とした祭祀的な面を強調する必要性として氏子狩を行い、立場の不安定な漂泊の生活を成り立たせるた
めに連帯を強めた。 
以上のことから明らかなように、後世の木地師が親王の権威を必要としたものであり両者の関係はあ
くまで伝説上のものである。 
 
３ 貴種流離譚の惟喬親王像 
本節では、伝説が構想した惟喬親王像とはどのようなものか述べる。道康親王と更衣であった紀静子
の間に生まれた惟喬親王は第一皇子であった。しかし、850 年に道康親王が文徳天皇に即位すると、藤原良
房の娘・明子を母とする第四皇子の惟仁親王が皇太子となった。この時、惟仁親王は生後 1 年もたっていな
かった。平安中期の廷臣、藤原行成の日記『権記』の 5 月 27 日の条にも「昔水尾天皇は文徳天皇の第四子也。
天皇の愛姫産む所の第一皇子、其の母の愛に依て亦優寵せらる。帝正嫡を以て皇統を嗣がしめんの志有り。然
れども、第四皇子は外祖父忠仁公朝家の重臣の故を以て、遂に儲弐たるを得たり」とあり57、文徳天皇が惟喬
親王に皇位を継がせようとしたが、良房の力によって叶わなかったことが記されている。『日本文徳天皇実録』
〔巻 9〕には 857 年、惟喬親王は 14 歳で帯剣が許され58、〔巻 10〕には翌年 1 月 16 日に大宰権師に59、『日
本三代実録』〔巻 1〕には同年 10 月 26 日に大宰師に任命され60、文徳天皇はこの間に、病気になり崩御さ
れた61。惟喬親王を寵愛していた文徳天皇の存在が邪魔になった良房の暗殺ともいわれる。蔵人にすぎな
い紀名虎の娘が生んだ惟喬親王と惟仁親王の間に皇位継承問題が起こるはずがないとも考えられるが、贈り名
に「徳」のついた天皇には変死の人が多いこともいわれる。文徳天皇の死の翌月 7 日、惟仁親王は 9 歳で清和
天皇となり、良房が摂政となった。同じく『日本三代実録』の「大上天皇」では、清和天皇について「大枝
を超えて走り、超えて騰り、躍り超えて、わが護る田にや、捜りあさり食む志岐や、雄々い志岐や」、「識者お
もえらく、大枝は大兄をいうなり」という童謡を紹介している62。つまり、清和天皇が惟喬、惟条、惟彦の三
人の兄をおしのけ、皇位についたことが半世紀後の段階で話題になっていることが分かる。13 世紀初めの源顕
兼の説話集『古事談』〔巻 1〕にも清和天皇について「三兄を超えて立つ」とある63。 
                                                          
57  藤原行成『権記』増補「史料大成」刊行会編纂『増補「史料大成」権記 2・師記』：157 頁 臨川書店 1965 年 原文は
漢文である。 
58  藤原基経他『日本文徳天皇実録』黒板勝美編『新訂増補国史大系』3：97 頁 吉川弘文館 2007 年 原文は漢文である。 
59  同前：109 頁 
60  藤原時平他『日本三代実録』黒板勝美編『新訂増訂国史大系』4:3 頁 吉川弘文館 2007 年  
61  同前：3 頁 
62  同前：3 頁 原文は漢文である。  
63  源頼兼『古事談』川端善明・荒木浩校注『新日本古典文学大系』41：11 頁 岩波書店 2005 年  
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鎌倉初期の軍記物『曽我物語』〔巻 1〕にも「一の宮は御成人の上、王者の在領を御身に備へおはしま
し、四海の安危を掌の内に照らし、百王の理乱を御心に懸け給ひしかば、末代の賢王とも申すべし」と
あり64、同じく鎌倉時代の軍記物である『平家物語』〔巻 8〕の名虎には「一の御子惟喬をば小原の王子と
も申しき。王者の才量を御心にかけ、四海の安危は掌の内に照し、百王の理乱は心のうちにかけ給へり。
されば賢聖の名をもとらせましましぬべき君なりと見え給へり」とある65ように、ここでの親王のイメー
ジは高貴で聡明な人物というものである。『伊勢物語』〔82 段〕には以下のように記されている。 
 
むかし、惟喬の親王と申す親王おはしましけり。山崎のあなたに、水無瀬といふ所に、宮ありけり。
年ごとの桜の花ざかりには、その宮へなむおはしましける。その時、右の馬頭なりける人を、常に率て
おはしましけり。時世経て久しくなりにければ、その人の名忘れにけり。狩りはねむごろにもせで、酒
をのみ飲みつつ、やまと歌にかかれりけり。 今狩りする交野の渚の家、その院の桜、ことにおもしろし
（後略）66 
 
水無瀬は現在の大阪府三島郡島本町に位置し、同町広瀬にある粟辻神社の祭神は惟喬親王と在原業平である。
渚の家は河内国交野にあり、大阪府交野市に位置し現在も桜の名所となっている。19 世紀初めの『河内名所図
会』には「惟喬親王遊猟」と「渚院」が描かれている67。また、平安初期の『伊勢物語』〔82 段〕の在原業平
の「世中に絶えて桜のなかりせば春の心はのどけからまし」という和歌68が詠まれたのも親王が水無瀬の離宮
にいた頃、共に、渚の院に遊ばれた時の逸話と考えられる。『古今和歌集』〔巻 2〕には親王が僧正遍昭に贈
った「桜花 ちらばちらなむ ちらずとて 古里人の 来ても見なくに」という和歌が収録されている69。江
戸末期の随筆『桜の林』にも惟喬親王のこの歌は記されている70。惟喬親王は桜の花見や和歌を詠むことを嗜
む風流な人物として認知されていた。そして、『伊勢物語』〔83 段〕には「小野に忘れては夢かとぞ思ふ思ひき
や雪ふみ分て君をみんとは」とある71。業平が降りしきる雪の中、山城国の小野の里に親王を訪ねた際の話で
ある。同段には「かくしつつ、もうで仕うまつりけるを、思ひのほか御ぐし下ろしたまうてけり。正月に拝み
たてまつらむとて、小野にまうでたるに比叡の山のふもとなれば雪いと高し」とある72。業平は親王の淋しい
姿に驚きを隠せない。『古今和歌集』〔巻 18〕第 969 番歌にも、その折の様子が記されている。 
 
惟喬の親王のもとにまかりかよひけるを、頭おろして小野といふ所に侍りけるに、正月にとぶらはむ
とてまかりたりけるに、 比叡の山のふもとなりければ、雪いとふかかりけり。しひてかの室にまかりい
たりて、拝みけるに、つれづれとしていと物悲しくて、かへりまうできて、よみておくりける73 
 
さらに、第 970 番歌に「わすれては 夢かとぞ思ふ おもひきや 雪ふみわけて 君を見むとは」とある74。
ここでも親王が出家して雪深い地で淋しく落ちぶれた暮らしをしている様子が記されている。親王自身も第
                                                          
64  作者不詳『曽我物語』梶原正昭・大津雄一・野中哲照校注訳『新編日本古典文学全集』53：23 頁 小学館 2002 年  
65  作者不詳『平家物語』梶原正昭・山下宏明校注『新日本古典文学大系』45：73-74 頁 岩波書店 1993 年 
66  作者不詳『伊勢物語』秋山虔校注『新日本古典文学大系』17：157-158 頁 岩波書店 1997 年  
67  秋里籬島『河内名所図会』『版本地誌大系』4：496-499 頁 臨川書店 1995 年 
68 『伊勢物語』前掲書：158 頁  
69  紀貫之『古今和歌集』小島憲之・新井栄蔵校注『新日本古典文学大系』5：39 頁 岩波書店 1989 年 
70  千家尊信・岩政信比古『桜の林』日本随筆大成編集部『日本随筆大成』第 2 期 第 11 巻：163 頁 吉川弘文館 1974 年 
71 『伊勢物語』前掲書：161 頁 
72  同前：160-161 頁 
73 『古今和歌集』前掲書：290-291 頁 
74  同前：291 頁 
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945 番歌に「白雲のたえずたなびく峰にだに住めば 住みぬる世にこそありけれ」と詠んだ75。親王の住まいは
白雲がたなびく深い山中にあった。さらに、『新古今和歌集』〔巻 18〕に「世をそむきて小野といふ所に住み侍
りする頃、業平朝臣、雪のいと高う降り積みたるをかき分けてまうで来て、雪かとぞ思ふ思ひきや、とよみ侍
りけるに」と親王の言が記されている。そして、在原業平が訪問してきた時に「夢かとも なにか思はん 憂
き世をば 背かざりけん ほどぞ悔しき」と詠んだ76。出家した今こそが幸せであるという俗世を超越した心
境に達していた。この歌は江戸後期の『一話一言』〔巻 3〕にも紹介されている77。『日本三代実録』〔巻 26〕に
は良房の死後の 874 年 9 月 21 日には「先皇の鐘愛される所なり。朕の友にして、尤も相い厚からんことを為す」
とあり78、同年 10 月 18 日には、清和天皇は兄・惟喬親王に親しい感情を持っており、封戸百戸を与えようと
する79。11 世紀後半の『大鏡』〔巻 1〕の清和天皇記に「元慶三年五月八日、御出家。水尾の帝と申す」と
ある80ように清和天皇は 20 代後半で出家した。『曽我物語』〔巻 1〕に「御舎兄惟喬親王の御往生、羨まし
きことに思し召して御位を遁れさひ給ひつつ、丹波国水尾寺といふ所に引き籠らせ給ひしまば、水尾の
帝と申すなり」とある81ように、兄の生き方を羨ましく思い、兄の生き方を踏襲し出家したのであった。
『和漢三才図会』〔巻 72〕には「惟喬洛外山崎の水無瀬の宮に閑居して詩を吟じ歌を詠ず。性桜花を賞す。
一日河州交野の奈木佐の院に遊き以て桜を翫ふ。在原業平従ひて行き和歌を賦す。既にして出家して弥
弥俗塵を厭ひて、小野に隠れたまふ（後略）」とある82。惟喬親王のもとには在原業平、僧正遍昭など六歌
仙といわれる和歌の詠み手が集まっていた。近世の段階においても政治や争いを避け、風流や文雅を愛した
貴種流離譚の人物として捉えられていた。権威付けのために、木地師祖の精神的支柱として惟喬親王像が
このような文脈で用意された。既述した塗師と木地師との近接性から、漆業の人々もこの伝説に便乗し
自らの権威付けのために惟喬親王を利用したと考えられる。 
 
第４章 虚空蔵菩薩信仰の役割 
本章では惟喬親王が法輪寺の虚空蔵菩薩から漆の製法と漆塗りの技法を伝授されたとの伝説について考察す
るために、手工業との関係の深い秦氏の動向に着眼する。はじめに秦氏による木地師根元地である近江進出に
ついて述べ、つづいて、秦氏による法輪寺のある山城進出について述べる。さらに、虚空蔵菩薩と漆工にどの
ような関係性があるかを述べ、虚空蔵菩薩信仰に期待された役割を明らかにする。 
 
１ 秦氏の近江進出 
 本節では、惟喬親王木地師祖伝説が近江において成立していたことを踏まえて、近江に進出していて木地師
とも関連があると考えられる渡来人の秦氏について述べる。 
『日本書記』〔巻 25〕の 645 年の条には朴市秦造田来津が登場する83。朴市は「えち」と読むことがで
き、秦造田来津は近江の愛知ゆかりの人物であると考えられる。朴には大きいという意味がある84ので、
朴市には大きな市場があるところという意味が込められていると考えられ、秦氏がこの地域に勢力を伸
ばしていたことを窺わせる。秦造田来津は『日本書記』〔巻 27〕の天智天皇即位前紀の条にも再び登場す
                                                          
75  同前：284 頁  
76  藤原定家他『新古今和歌集』峯村文人校注・訳『新編日本古典文学全集』43：498 頁 小学館 1995 年 
77 『一話一言』前掲書 12:148 頁 岩波書店 1986 年 
78  『日本三代実録』前掲書 4:351 頁  
79  同前：351 頁  
80  作者不詳『大鏡』橘健二・加藤静子校注『新編日本古典文学全集』34：26 頁 小学館 1996 年 
81 『曽我物語』前掲書：31 頁   
82 『和漢三才図会』前掲書 29：265 頁 三一書房 1980 年 
83  舎人親王『日本書記』坂本太郎・家永三郎・井上光貞・大野晋校注『日本書記』4：252 頁 岩波書店 1995 年  
84 諸橋轍次『大漢和辞典』6：66 頁 大修館書店 1957 年   
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る85。これらのことから 7 世紀半ばの時点で秦氏は近江湖東の愛知に移植していたと考えられる。『近江
愛智郡志』〔巻 1〕には「依知秦君 71、依知秦 30、依知 3、秦公 6、秦人 4、秦前 1、秦 3、秦忌寸 2、依
知秦前公 2、大蔵秦公 2 抗右秦公 1 秦真 1 にて人数百二十六人を算す」とあり86、愛知郡で秦氏を名乗
るものが多数いて、郡の大領、少領の大半を依知秦氏が独占していた。湖東の宇曽川流域の金剛寺野古
墳群には秦氏と推定される墓所も確認できる（大橋,1992:219-221）。さらに、日野川流域には秦氏の支
配下にあった蒲生郡安吉郷の安吉勝氏が展開していた（大橋,1998）。『日本書記』〔巻 27〕の天智天皇の
条には「百済ノ百姓男女四百人余人ヲ以テ、近江国ノ神前郡ニ居ク」とあり87、「神前郡の百済人に田を
給ふ」とある88。旧神前郡は木地師の里があった現在の東近江市である。666 年には「百済人二千人東国
ニ入植」89、669 年には亡命した百済の貴族の鬼室集斯について「男女七百人ヲ以テ、近江国ノ蒲生郡ニ
遷シ居ク」とある90ように近江国への百済人の進出を確認できる。湖東三山のひとつである百済寺の存在
も近江と百済の関係の密接さを裏打ちする。日野町小野の鬼室神社の社殿の裏には鬼室集斯のものと伝
えられる墓が現存する91。また、秦荘町にある 741 年創建の金剛輪寺は別名、松尾寺と呼ばれ、山城国の
秦氏ゆかりの松尾大社との関連性を想起させる。これらを勘案すると、663 年の白村江の戦いを機に日本
に渡来した百済の人々を既に近江に展開した秦氏が統率するようになった可能性が生まれる。   
度重なる宮都造営によって大和周辺の山林は荒れ、木材が不足すると、代わって近江の愛知が良材を
供給するようになった。8 世紀の近江には甲賀山作所、田上山作所、高島山作所が設置されていた（須
藤,2009）。山作所とは大寺院の造営などにあたって伐採された木材の搬出を行う作業所のことである。
近江盆地と伊勢平野に挟まれた鈴鹿山系は森林資源に恵まれ、大津の田上山をはじめ近江一帯の森林か
ら伐出された木材は藤原京や平城京建設に利用された。近江は木と深いつながりがある地域であった。
『日本書記』〔巻 14〕の雄略天皇の条に木工の闘鶏御田が秦酒公によって命を救われた話がある92ことか
ら、秦氏は同じく木工の猪名部御田をも支配下においていた可能性が指摘されている。また、山中から
来る人々は「ハトサン」と呼ばれていたことから南畑の君ヶ畑、北畑の大君ヶ畑、小松畑などの地名の
「ハタ」とともに秦人に関連があると考えられる。以上のように秦氏が、大規模公共事業に対して木材
運搬などの労働力の提供を行っていることから、近江の木工の工人を統轄していたと考えられるのが渡来
人の秦氏である。 
さらに、秦氏の動向を振り返り、その特質について触れておきたい。5 世紀後半から中国では南北朝時
代、朝鮮半島では高句麗、新羅、百済の三国が対立し、東アジアは動乱の時代を迎え、朝鮮半島から多
くの人々が日本列島に渡来した。『古事記』の応神天皇の条には「秦造の祖（中略）参渡り来つ」とある
93。平安初期の『古語拾遺』の雄略天皇の条には「蘇我麻智宿禰をして三蔵を検校せしめ、秦氏をしてそ
の物を出納せしめ、東西の文氏をして、その簿を勘へ録さしむ。是を以て漢氏の姓を賜ひて内蔵・大蔵
と為す。今、秦・漢の二氏をして内蔵・大蔵の主鎰・蔵部と為す縁なり」とある94。大蔵は大和朝廷にお
ける役職であり、秦氏は財務の出納を担当していた。『日本書記』〔巻 19〕の欽明天皇即位前紀の条には
秦大津父について「（前略）近く侍へしめて、優く寵みたまふこと日に新なり。大きに饒富を致せす。践
                                                          
85 『日本書記』前掲書 5：18 頁  
86 中川泉三編『近江愛智郡志』:98 頁 名著出版 1971 年   
87 『日本書記』前掲書 5：34 頁 原文は漢文である。 
88  同前：34 頁 原文は漢文である。 
89  同前：36 頁 原文は漢文である。 
90  同前：38 頁 原文は漢文である。 
91  満田良順「鬼室神社」『日本の神々－神社と聖地』5：489 頁 白水社 2000 年  
92 『日本書記』前掲書 3：68 頁 1994 年 
93  太安万侶『古事記』倉野憲司校注『古事記』：145-146 頁 岩波書店 1963 年 
94 斎部広成『古語拾遺』西宮一民校注『古語拾遺』：43 頁 岩波書店 1985 年 原文は漢文である。 
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祚すに及至りて大蔵省拝けたまふ」とある95ように、ここでも財政を握り資金力を得ていたことが認めら
れる。540 年の条に「秦人・漢人等、諸蕃の投化ける者を召し集へて国郡に安置めて、戸籍に編貫く、秦
人の戸数、総て七千五十三戸、大蔵掾を以て秦伴造としたまふ」とあり96、伴造の役割は部を管理するこ
とであるから、この段階で秦氏が秦人と呼ばれる下級帰化人を支配していたということになる。また、〔巻
29〕の 683 年の条には「三十八氏に姓を賜ひて連と曰ふ」とあり秦造の名も挙げられている97。685 年の
条には、秦連が忌寸姓を賜わったことが記されている98。『続日本紀』〔巻 14〕の 742 年の条に「詔して、
造営録正八位下秦下島麻呂に従四位下を授け、太秦公の姓、幷せて銭一百貫、絁一百疋、布二百端、綿
二百屯を賜ふ。大宮の垣を築けるを以てなり」とある99ように。大宰府に左遷された藤原広嗣の乱の後、
平城京から恭仁京に急な遷都が実施された際にも資材の調達に秦氏が尽力しており、秦下島麻呂は恭仁
京造営に大きな貢献があり、太秦公の名を賜っている。さらに、〔巻 38〕の 784 年の条には「山背国葛野
郡の人外正八位下秦忌寸足長、宮城を築く。従五位上を授く」とある100ことから、秦氏は長岡京遷都にも
関わっており、翌年の条には「従七位上太秦公忌寸宅に従五位下を授く。太政官院垣を築くを以てなり」
と記されていて101、功績が認められ昇進している。また、時の権力者であり長岡京造営長官の藤原種継の
母は父清成と秦朝元の娘であったことは、秦氏が中央政府の有力者とも強い関わりを持っていたことの
証である。平安京初代造営長官の藤原小黒麻呂の妻も秦島麻呂女であった。『日本後紀』〔巻 5〕の 796 年
の条に秦忌寸都岐麻呂が造宮少工に任命されたことが記載されていることも102、平安京遷都にも秦氏が関
与したことを意味し、支配していた秦人などを動員する力を保持する高度な技術集団であったと考えら
れる。軍事的役割を果たしたと考えられる人物として秦河勝と朴市秦造田来津の名が見られるものの、
記録に個別の人物の名前が挙がることは少なく、秦氏には殖産的性格に加え、個別の人物が突出して活
躍するのではなく一族として結束して行動する特質が認められる。 
愛知郡には白鳳時代創建の小八木廃寺、畑田廃寺、軽野廃寺、野々目廃寺、目加田廃寺など依智秦公
氏ゆかりの寺で廃寺が多い（大橋,2004:229-230）。畑田廃寺から「秦」と記された木簡が出土している
（大橋,1992:219）。律令制が形骸化し、封建制に移り変わると、宮都や寺院の建設はなくなり、中世以
降の秦氏が弱体化し没落過程に入っていく中で、木地師たちは自分たちが生きていくための知恵として
貴種流離譚である木地師祖伝説を生み出し、帰属意識によって団結心が醸成されるようになっていった。 
 
２ 秦氏の山城進出   
前節では秦氏に近江進出について述べた。本節では同じく秦氏の進出した地域であり、漆祖伝説の拠
点と考えられる法輪寺のある山城が秦氏によって、どのように開拓されたのかを述べる。奈良後期から
平安初期に記された『政事要略』〔巻 54〕の秦氏本系帳に「葛野の大堰を造ること、天下に於て誰か比檢
ぶるもの有らん。是は秦氏種類を率い催して造り搆う所なり」との記述がある103ことから秦氏の治水事業
は動員力において群を抜いていたといえる。『日本書記』〔巻 22〕の推古天皇の条に秦造河勝が仏像を受
け、蜂岡寺を造ったことが記されている104。そして、『広隆寺縁起』に「字 秦公寺、一名蜂岡寺」とあ
                                                          
95 『日本書記』前掲書 3：234-236 頁 原文は漢文である。 
96  同前：239-240 頁 原文は漢文である。 
97 『日本書記』前掲書 5：192 頁 原文は漢文である。 
98  同前：208 頁 原文は漢文である。 
99 菅野真道『続日本紀』青木和夫・稲岡耕二・笹山晴生・白藤禮幸校注『新日本古典文学大系』13：407 頁 岩波書店 1990
年 原文は漢文である。 
100 『続日本紀』前掲書 16：313 頁 岩波書店 1998 年 原文は漢文である。  
101  同前：345 頁 原文は漢文である。 
102 藤原緒嗣他『日本後紀』坂本太郎校訂『新訂増補国史大系』3：3 頁 吉川弘文館 2007 年  
103  惟宗允亮『政事要略』黒板勝美編『新訂増補国史大系』28：355 頁 吉川弘文館 2000 年 原文は漢文である。 
104 『日本書記』前掲書 4：94 頁  
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るように、峰岡寺は広隆寺の前身と考えられていた。「皇太子、諸の大夫に謂いて曰く「我尊き仏像有り。
誰か是の像を得て恭拝らむ」とのたまふ。時に秦造河勝進みて曰く「臣、拝みまつらむ」といふ。便て
仏像を受く。因りて蜂岡寺を造る」とある105ように、秦河勝は聖徳太子から仏像を譲り受けており、秦氏
と仏教との結びつきを知ることができる。広隆寺には秦河勝とされる像が伝わる秦氏の氏寺である。873
年の『広隆寺資財帳』にも秦氏が建立に土地寄付という形で協力したことが記されている（井
上,1999:174）。1499 年の『山城州葛野郡楓野大堰御広隆寺来由』には、秦氏の祖といわれる功満王が来
朝したと記され106、朝鮮半島との関係性が記され、『日本書記』〔巻 22〕の 610 年の条にも「秦造河勝が
新羅の使いの導者となる」とあり107、さらに、623 年の条には「仏像をば葛野の秦寺に居しまさしむ」と
ある108。来朝した新羅の使者の案内役を務め、広隆寺に新羅の仏像が収納されたということであり、秦氏
と仏教との関係性を確認することができる。葛野地域には広隆寺以外に「蚕の社」という通称のある木
島神社には境内社として養蚕神社がある109。815 年の『新撰姓氏録』には「爰に秦氏を率い、蚕を養い絹
を織り、篚に盛りて闕に詣り貢進す。岳の如く山の如し。天皇これを嘉す。特に寵命を降し、号を賜り
て、兎都万佐と曰う」とある110。亀岡盆地一帯には養蚕に必要な桑場が広がっており、秦氏が絹織物を貢
納し、機織に関与し、絹織物を生産する部民を統率していた。『日本書記』〔巻 14〕の 471 年の条には「詔
して秦の民を聚りて、秦酒公に賜ふ。公伋りて百八十種勝を領率ゐて、庸調の絹鎌を奉献りて、朝庭に
充積む。因りて姓を賜ひて禹豆麻佐と曰ふ」とある111。「兎都万佐」や「禹豆麻佐」は現在も残る地名で
ある「太秦」につながるものであると考えられる。翌年の条には「詔して、桑に宜き国県にして桑を植
えしむ。又、秦の民を散ちて遷して、庸調を献らしむ」とある112。太秦には秦氏の氏神である大山咋神を
祀る松尾大社がある。ここには「養蚕機管絃楽舞之祖神」と記された標石が建てられている。松尾大社
の造営に関与し、禰宜などの神職も務めてきた。葛野周辺は鴨川と桂川の氾濫平野であり、洪水対策や
水田灌漑整備に取り組んでいた。秦氏は技術普及への貢献といった在地の人々が解決できないことに尽
力するとともに日本固有の信仰とも早くに結びついていた。広隆寺の東には始皇帝の祖霊を祀っている
とされる大酒神社があり、祭神は秦河勝と秦酒公である。 
葛井の周辺に移住した秦氏は広隆寺や法輪寺に虚空蔵菩薩を祀るとともに、民族伝来の様々な技術保
持や活用に力を注いできた。『古語拾遺』の応神天皇の条には「秦公が祖弓月、百二十県の民を率て帰化
けり」とある113ように、秦氏は応神天皇の時代に来朝した弓月王を源流するとされる。これ自体は伝説と
も考えられるが、上述の史蹟の存在を考えれば、労働力と併せて染織技術など当時の先進的な大陸の文
化と技術を伝えた可能性もある。秦氏は木工の猪名部とも近く、工部を担い下属の官人を多く持ってい
た。713 年には元明天皇の命により行基が法輪寺の前身である葛井寺を建立した。秦氏は仏教の信仰を基盤
とした結束力を生かして桂川上流の葛野川の洪水に備えるための改修工事を指揮するなど氾濫平野の開
拓に尽力し、在地に勢力を拡大していった。『日本紀略』には 800 年に山城に加えて近江を含む計 6 か国
から 1 万人の民を動員して葛野大堰の修理を行ったことが記されている114。868 年に改修工事に貢献のあ
った秦氏出身の僧である道昌によって葛井寺の名称は法輪寺と改められている。『大漢和辞典』〔巻 6〕に
                                                          
105 『広隆寺縁起』鈴木学術財団編『大日本仏教全書』83：238 頁 講談社 1972 年 原文は漢文である 
106 『山城州葛野郡楓野大堰御広隆寺来由』鈴木学術財団編『大日本仏教全書』83：245 頁 講談社 1972 年 原文は漢文であ
る。 
107 『日本書記』前掲書 4：120 頁 原文は漢文である。 
108  同前：136 頁 原文は漢文である。 
109  大和岩雄「木島坐天照御魂神社」『日本の神々－神々と聖地』5：109 頁 白水社 2000 年 
110  万多親王他『新撰姓氏録』塙保己一編纂『群書類従』25:190 頁 八木書店 2013 年 原文は漢文である。 
111 『日本書記』前掲書 3：78 頁 原文は漢文である。 
112  同前：78 頁 原文は漢文である。 
113 『古語拾遺』前掲書：41 頁  
114  編者不詳『日本紀略』黒板勝美・国史大系編修会編『国史大系』10:275 頁 吉川弘文館 1965 年 
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は「法」という語の成り立ちについて「水と去との合字」とある115。法輪寺の名称は川の水の氾濫を恐れ
て「水を去る」という含意を持つ法の字が用いられたと考えられる。 
 
３ 虚空蔵菩薩と漆工  
前節では秦氏の山城進出と染織の関係性について述べた。法輪寺山門にある石碑には「日本漆器祖先 
虚空蔵菩薩」と刻まれている。本節では秦氏の進出した山城にある法輪寺に着眼し、漆祖伝説が虚空蔵
菩薩を本尊とする法輪寺に伝わっていることを踏まえて、どのように虚空蔵菩薩信仰が漆工と結びつい
たのかを述べる。虚には「そら」の意味があり、虚空とは天空とあり、転じて「そらんじる」という意
味を持ち、虚空は記憶術につながる。そして、虚空蔵とは「智慧慈悲の広大なること虚空を蔵とせる如
し」であり116、虚空蔵菩薩とは無尽蔵の功徳を与えて下さる菩薩である。717 年にインドに招かれた唐の
善無畏が訳した経典は「虚空蔵菩薩能満諸願最勝心陀羅尼求聞持法」である。この経典は、一度見聞し
たら経典が理解できるようになり永久に忘れることがないという内容であった。虚空蔵求聞持法は複雑
難解な密教の教義や陀羅尼を修得するために必要な記憶力を増進させるための修法である（堀
内,2013:312-315）。唐の長安に渡っていた道慈がこの法を受け継ぎ、717 年の帰国の際に、経典も持ち帰
ったと伝えられる。11 世紀末に成立した私撰の歴史書『扶桑略記』〔巻 6〕には「養老元年、道慈法師自
唐帰朝、渉覧経典尤精三論」とある117。鎌倉後期の東大寺の学僧である凝然の『三国仏法伝通縁起』〔巻
下〕の真言宗の候に道慈が 718 年に入唐し、「道慈随智鳳受求聞持法」とあり、さらに「道慈、真言の法
を善議、慶俊に授け、善議が勤操僧正に授け、勤操、求聞持の法を弘法大師に授く」とある118ことから、
虚空蔵求聞持法が道慈から弟子の善議、勤操へと継承され、さらに勤操から空海へとつながる。797 年の
空海の『三教指帰』の序には「ここに一人の沙門あり。余に虚空蔵求聞持の法を呈す。其の経に説く「若
し人、法に依って此の真言一百万遍を謂ずれば、即ち一切の教伝の文義、暗記することを得」とあるこ
とから119、空海は入唐前に日本で求聞持法を修得していたことが分かる。 
道昌は広隆寺の中興の祖と呼ばれ、元興寺の明澄につき三論の宗義をうけ、828 年に空海から真言大法
を受け、翌年に求聞持法を修めた。『日本三代実録』〔巻 27〕の 875 年 2 月 9 日条にも「道昌、俗姓は秦
氏。讃岐国香河郡の人なり」とある120。また、13 世紀初期の『続古事談』〔巻 4〕に「道昌僧都といふ人
は俗性秦氏、讃岐国香河郡の人也」とある121。1414 年の『法輪寺縁起』にも「道昌僧都之建立（中略）讃岐
國香河郡人。弘法大師御弟子」とある122。道昌は秦氏とゆかりのある人物であった。秦氏は殖産的氏族とし
ての性格を有するだけではなく呪術的氏族で、日本の信仰とも深く関わり、民衆の現世利益の願いを実
現してきた。そして秦氏は染織工芸技術など手工業にも関係を持っていた。虚空蔵菩薩にも技芸上達の
御利益があるとされている。そして、法輪寺のある一帯は太秦を本拠地とする秦氏の勢力圏であった。道昌
は虚空蔵菩薩を霊木に再現し、葛井寺を再興し、寺名を法輪寺に改めた。5 世紀後半に桂川に築造した葛野大
堰の後を受けて、道昌は大堰川の堤防を改修した。『三教指帰』に「阿国大滝嶽に躋り拳ち、土州室戸崎に
勤念す。谷響を惜しまず。明星来影す」とある123ように高知の室戸岬で修行中の空海に明星が降りた。空
海から求聞持法を勧められていた道昌が 829 年、100 日間修し、満願の日、東の空に明星を拝して水を汲
                                                          
115 『大漢和辞典』前掲書 6：1044 頁  
116 『大漢和辞典』修訂版 9：1063-1064 頁 大修館書店 1985 年  
117 皇円『扶桑略記』物集高見編『新註皇学叢書』6：107 頁 廣文庫刊行会 1927 年 
118 凝然『三国仏法伝通縁起』仏書刊行会編『大日本仏教全書』101：129 頁 大法輪閣 2007 年 原文は漢文である。 
119 空海『三教指帰』渡邊照宏・宮坂宥勝校注『日本古典文学大系』71:84 頁 岩波書店 1965 年 原文は漢文である。 
120 『日本三代実録』前掲書：358 頁 原文は漢文である。 
121  作者不詳『続古事談』川端善明・荒木浩校注『新日本古典文学大系』41：741 頁 岩波書店 2005 年 
122 『法輪寺縁起』鈴木学術財団編集『大日本仏教全書』83：300 頁 講談社 1972 年 原文は漢文である 
123 『三教指帰』前掲書：84 頁 
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もうとしたとたん、虚空蔵菩薩が現れたとある『法輪寺縁起』には記されている124。漢学者の山本泰順に
よって 1658 年に刊行の『洛陽名所集』〔巻 11〕にも落星井について「堂のかたはらに有。井の上に社立
たり。道昌此井にて垢離の時、星くだりけるとなり」と記されている125。1686 年の歴史家・黒川道祐に
よる地誌『雍州府志』〔巻 5〕の法輪寺の説明には「一日、道昌、晏座、虚空蔵菩薩、衣袖の上に現ず」
とある126。俳諧師の秋里籬島による 1780 年の『都名所図会』〔巻 4〕には嵐山、法輪寺、渡月橋が一望で
きる絵が描かれ、次のように記されている。 
 
落星井また星明井ともいふ。本堂の南になり、井のうえに社を建てて明星天をまつる。道昌この
井にて垢離したまふとき、星くだりけるとなり」、「中興の開基は道昌僧都。姓は秦氏にして讃州香
川郡の人なり。弘法大師より真言の密法をうけ、虚空蔵求聞持の法を修せんとて、この寺に一百日
参詣し給ふ。五月の頃、皎月西山に隠れ、明星東天に出づる時、閼伽水を汲むに光炎頓に耀きて、
明星天衣の袖の上に来影し、忽ち虚空蔵菩薩を現はれ給ふ127。 
 
『和漢三才図会』〔巻 72〕の法輪寺の項にも「傍に井有り。道昌之れを汲んで垢離す時、星天降る。因
りて落星井と名づく。其の幹の上に小社を建て鎮守と為す（中略）道昌は姓は秦氏（中略）或る日宴坐
するに虚空蔵菩薩衣の袖の上に現れ、乃ち袖を戴りて之を図して法輪寺に安んす」とある128。『都名所図
会』の続編である 1787 年の『拾遺都名所図会』〔巻 3〕には法輪寺の全景の中、本堂の南には「明星社」
を見つけることができる129。道昌が祈願して 100 日目に明星が来影し、虚空蔵菩薩が袖に入った。静かな
場所を選んで西面に虚空蔵菩薩像を安置させ、陀羅尼という呪文を一日一万遍、百日間百万遍を行い、
満願のあかつきには、明星が口の中に入り、いったん見聞したことは決して忘れないという求聞持法の
智恵を授かる。右手の宝剣は智恵の印、左手の宝珠は福徳を意味し如意宝珠は様々な宝を雨のように降
らす。道昌が 100 日間、求聞持法を修した満願の日に井戸の水に虚空蔵菩薩が出現し、水上に数日間消
えないので、感嘆のあまり、それを模して造像し、空海を招いて開眼した。『三教指帰』の序文にも明星
来影について「朝市の栄華、念々に之を厭い、厳藪の煙霞、日夕に之を飢む。軽肥の流水を看ては則ち
電幻の歎き、忽ちに起こり、支離の懸鶉を見ては則ち因果の哀れ休まず」130と記されている。では、江戸
中期以降、これらの名所評判記を目にしていた人々はどのように思ったであろうか。確かに、求聞持法
は難行であり、極度の節食状態で虚空蔵菩薩の陀羅尼を不断に百万遍誦することは、何人によってもそ
う容易くなし得るものではない（前谷,2001:62）。だからこそ、そこには空海や道昌に対しての尊崇の念
は生まれる。しかし、話の中身は 100 日間修行して 100 万遍祈り、その結果、袖の中に虚空蔵菩薩の象
徴である明星が入ったというものである。話の内容が非科学的である。 
漆工制作において使われる木屎はこくそ、つまり、木粉を漆に混ぜたものと語呂合わせができ、漆工職人と
くに木地師の間では護持仏として虚空蔵菩薩が敬われている。「こくそ祭」という祭りがあるが、こくそと
は糊漆に刻苧綿と木粉を適当に混合したもの（沢口,1966:237）で、塗りをする場合に使う継ぎ漆のこと
であり、虚空蔵からの転化したものであるというより話が生まれている（橋本,2012:504）。これは虚空
蔵菩薩信仰が職人に伝わってきたということである。しかし、養蚕と虚空蔵菩薩との結びつきとして、
蚕の糞をコクソ（蚕糞）という、その「コクソ」が虚空蔵と音が通じるという語呂合わせも伝わってい
る（木村,1991:88）。そして、虚空蔵菩薩信仰と漆工職との結びつきは、それほど古くは遡れず近世初期
                                                          
124 『法輪寺縁起』前掲書：300 頁  
125  山本泰順『洛陽名所集』『新修京都叢書』1：320 頁 新修京都叢書刊行会 1967 年 
126  黒川道祐『雍州府志』宗政五十緒校訂『雍州府志』上：313 頁 岩波書店 2000 年 
127  秋里籬島『都名所図会』市古夏生・鈴木健一校訂『新訂 都名所図会』2：247—248 頁 筑摩書房 1999 年 
128 『和漢三才図会』前掲書 29：298 頁  
129 秋里籬島『拾遺都名所図会』市古夏生・鈴木健一校訂『新訂 都名所図会』5：104-105 頁 筑摩書房 1999 年 
130 『三教指帰』前掲書:84 頁 
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に成立したと考えられる（佐野,1991:127）。実際に、1701 年の『京太秦広隆寺大略縁起』には「川勝太
子の命をうけて数多の巧匠（中略）漆師、蒔絵師、絵師、仏師等、ことごとくそれそれの術法を教へ」
とある131ことから、江戸初期頃には秦氏と漆工の関係性を主張するものが登場したことが分かる。『拾遺
都名所図会』〔巻 3〕にも法輪寺のこもり堂が描かれ132、「都の工職人この所に籠り、一七日断食し、滝に垢離
し、本尊に智福を祈る。近年、断食の輩つねに絶え間あらず」と記されている133。『京都名所独案内』にも「参
籠堂は都の工職人此所に籠り一七日断食し滝に垢離し本尊に智福を祈る。近年、断食の輩つねにたへまあ
らず」とある134。『虚空蔵法輪寺要誌』にも「工芸諸職を業とする者 殊に丹誠を抽んでて其の守護を仰
がんと欲し、参拝する者日夜踵を接するに至りしなり」とある135。このように、江戸時代以降、漆工と虚
空蔵菩薩や法輪寺との関係性が見られるようになる。 
以上のことから、虚空蔵菩薩と漆工との関係はもとより架空のものであり、虚空蔵菩薩が漆の製法や漆
塗りの技法を伝授したとする信仰も、木地師の里・近江にゆかりがあり、太秦の地名が今も残るように法輪寺
周辺の開拓にも尽力した秦氏の養蚕や染織に関する逸話を想起させるものである。これらは古代の文献である
『日本書記』や『新撰姓氏録』に確認できるのに対し、漆工が法輪寺や虚空蔵信仰と結びつけられたのは近世
初期頃と考えられ、虚空蔵菩薩信仰は親王伝説と同様に後世において漆工の人々の権威付けのために創造さ
れたものであった。 
 
第５章 権威付けの選択理由 
 「うるしの日」をどのような内容にするのかは色々なことが考えられたはずである。なぜ、信仰や根拠のな
い伝説を持ち出してまで権威付けをしようとしたのであろうか。本章では、漆業の人々が皇室に関係した歴史
ある工芸であると主張したかった理由を明らかにする。はじめに、漆業に関わる人々の職能民としての側面を
歴史的に捉え、皇室・公家との関係性について述べる。つづいて、両者の持つ特性、すなわち皇室の持つ聖性
と職能民の持つ穢れについて述べる。さらに、由緒書に見られる職人意識とはどのようなものであったかを確
認し、「うるしの日」制定によって図らずも明らかとなった制定時の漆業の人々の一部に残っていた深層心理に
ついて迫る。 
 
１ 皇室・公家と職能民 
本節では漆業の人々の職能民としての側面に着眼し、皇室・公家との関係について歴史的推移を振り返る。7
世紀後半、律令国家は良賤法を採用した。漆部司の品部は朝廷に直属する技術集団として良民に位置づけられ
たが、それよりも上位の官人・公民の存在があり、下層の良民であることから賤視が発生する余地があった。
820 年の『弘仁式』、871 年の『貞観式』を改訂し 927 年に成立した『延喜式』〔巻 3〕には穢忌条の「凡触穢悪
事応忌者。人死減卅日」や触穢条が確認できる136。既に弘仁年間には「穢」という漠然とした概念があり、『弘
仁式』では穢を忌みの日数として捉えられ「穢悪」が規定化され、貞観年間には穢の伝染が問題視され始め、
触穢が規定化され、朝廷や貴族社会において共通認識として定着していた（大本,2013:88-89）。 
律令制の瓦解によって班田収授制と公地公民制が崩れ、荘園が発生し、次第に皇室、上級貴族、大寺社によ
る土地私有が進んだ。既に奈良時代の段階でも原材料としての漆や漆工技術者は広く民間に存在していた（古
尾谷,2014:125-139）。平安中期から鎌倉時代には上級貴族が設置した手工業生産のための工房である細工所に
おいて職人による工芸品製造が行われた。この頃から神社などに直属した神人や、特定の権門に直属した寄人
が制度化され、この中に商工業者や職能民がいて、庇護を受けた（網野,2003:221-237）。天皇家や公家たちも
所領が武士たちにより蚕食され、収入が減少してきたため商人や職人を支配することによって収入を得ようと
し、商人や職人たちも地域領主の支配域内に限らない広範な活動をするためには名目的に日本の秩序の中央に
                                                          
131 『京太秦広隆寺大略縁起』鈴木学術財団編『大日本仏教全書』83：249 頁 講談社 1972 年 原文は漢文である。 
132 『拾遺都名所図会』前掲書：104-105 頁 
133 『都名所図会』前掲書：248 頁 
134  作者不詳『京都名所独案内』：188-189 頁 吉野家 山中勘次郎 1895 年 
135 『虚空蔵法輪寺要誌』前掲書：9 頁 
136 皇室講究所全国神職会校訂『校訂延喜式』上：84-85 臨川書店 1992 年 
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いる天皇と結びつくことが良いと判断して、これにしたがった（笹本,2002:222-224）。近江を中心とした木
地師ネットワークもこれらと類似した仕組みで構築されたと考えられる。木地師たちは神主を通じて吉
田家や白川家と結びつき、これらの神祇官を通じて天皇につながろうとしていた。つまり、職能民たち
は天皇、上級貴族、大寺社など特定の権門に所属し、必要な職能集団として請負、奉仕したということ
である。院政期に成立した八条院領は大規模な皇室領荘園である。平安後期から開発が進み、末期には鳥羽天
皇の娘である八条院暲子内親王の居となり、1313 年には後宇多天皇から東寺に寄付された。八条院領には椀屋
や塗師の活動を確認することができ、職人町として商工業を中心に発展したことが分かる（京都市埋蔵文化財
研究所,1996:1-3）。ここにも漆業に関わる皇室と職能民との関わりを見ることができる。 
公家と職能民との関係について把握するために、歴史的文献である職人歌合をみておきたい。職人歌合の職
人とは手工業を営む工人に加えて商人も含まれる（岩崎,1987:12-14）。職人歌合とは職人たちが左右に分かれ
て競う歌合であり、実際の詠者は公家であり、彼らが職人たちになり代わって詠んだものである。1214 年の『東
北院職人歌合』の最後の 5 番には「賈人」つまり商人が取り上げられている137。その後、増補された『建保二
年東北院歌合』の 8 番には「塗師」と「檜物師」が描かれ、最後の 12 番に「商人」が置かれた138。当時の商人
は漂泊民で厳しい生活をする人々であった。1261 年の『鶴岡放生会職人歌合』の 6 番には烏帽子を被った蒔絵
師が筆を持って集中して細かい作業に取り組んでいる姿が描かれている139。1494 年の『三十二番職人歌合』に
は「材木売、竹売、火鉢売、糖粽売、地黄煎売、菜売、鳥売」のように多数の職種の商人が取り上げられてい
る140。1500 年頃の『七十一番職人歌合』には「塗士、檜物師、轆轤師、蒔絵士、貝磨」が登場する141。このよ
うに職人歌合には多数の商人、職人が描かれていることから、中世の段階において公家にとって職人や商人が
近接した関係にあり身近な存在であった。 
 
２ 聖性と穢れ 
本節では皇室の持つ聖性と職能民の持つ穢れとの関係性について述べる。律令制から早期に離脱した農耕民
は貴族や社寺の荘園に流入することができたが、離脱の遅れた職能民たちは荘園内の地子免除地である散所や
河原に定着することで賤視の対象とされるようになった。中世前期まで山野河海のかなりの部分は、なお人力
の全く及ばぬ「無所有」の自然の状態にあり、人間にとって畏敬・畏怖するほかない世界として、その社会に
力を及ぼしていた（網野,2003:238）。これは山林に漂泊する木地師にも当てはめる。職人の技術も神仏によっ
て授けられた霊感や霊力によって与えられるものであり、中世頃までは職人が物を作るという行為も単に作る
というよりも、もっとマジカルな意味が強く、いわば神の領分とも重なるものであった（笹本,1992:82-83）。
また、商人が担う売買・交易という行為は神仏を媒介とし、その影響下にある市庭や門前という特定の場にお
いてはじめて行えたのであり（網野,2003:240-241）、これらの行為も呪術的な要素を基にして行われたといえ
る。現代と比して当時の生活は自然に依拠する割合がより大きく、自然の恵みを妨げる災いへの恐れという意
識が大きかった。このような個人の諸力が及ぶ範囲の外にある森羅万象を体系化する論理を独占している存在
が天皇であった。天皇は日本国の首長、すなわち天皇制における天皇職を担う制度的な役割を果たす機能を有
するとともに、もう一つ、古代以来、神仏にも通じる神聖王、つまり聖なる存在である機能を有していた。二
度に渡る蒙古襲来があり、外敵から身を守ろうという観点から集団への帰属意識が強化され、天皇の聖なる地
位はますます強固になった。聖なるものが聖なるものであり続けたがゆえに賤なるものが生まれ、聖なるもの
の安定した基盤が形成されたことにより、集団への帰属意識とともに卑賤視が強化された（片岡,2014:181-207）。 
日本中世の社会関係は聖－賤、浄－穢という関係に強く縛られており、この関係をもとに身分制が成り立っ
ていた。そのため、社会のもっとも「聖浄な位置」に立っている天皇が観念的権威を保持していた。穢れは神
                                                          
137 国立国会図書館デジタルコレクション『東北院職人歌合』2017 年 4 月 23 日検索 
138 同前『建保二年職人歌合』2017 年 4 月 23 日検索 
139 前田育徳会尊経閣文庫編『七十一番職人歌合』:206 頁 勉誠出版 2013 年 
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聖と清浄の対極に位置する呪術的概念で人々に災害をもたらすものと考えられ、人々は強く恐れていた。穢れ
を避けることにより、社会や政治、自然等の秩序を維持することができると人々は考えていた。そして、この
秩序の最も中心的な位置に天皇が存在し、穢れを排除することが役割であった（伊藤,2002:108-110）。このよ
うに、中世における天皇を頂点とする皇室の持つ聖性と、山野で活動する人々や霊力にかかわることを生業と
する人々に対しての畏怖の念とは対極の関係にあったのである。 
 
３ 由緒書の役割 
中世において由緒は歴史的事実を通して過去が現在の人々につながっていることを合理的に示すものであっ
た。職人集団は特権と職能の由来を権威付けるために伝説に基づく偽文書や由緒書を作成していた。中世では
所領や諸職を知行する根拠とされ、権益を伝える来歴や系譜の正統性を主張するものであった（久
野,2004:66-68）。既述のとおり木地師は多くの由緒書を残している。本節では、由緒書の役割を考察して「う
るしの日」制定にあたり、権威付けが選択された理由に迫る。  
中世末期頃から見られるようになった河原巻物は被差別部落の身分集団や職業集団の祖先の由緒書である。
畿内周辺の河原巻物は、天皇権威に連なる貴種としての先祖や先祖神の創造によって賤視を否定し、職業に貴
賤のないことを訴える身分制度への抵抗意識として作成されたものであり、観念世界で身分制を乗り越えよう
としていた（間瀬,1992:273）。18 世紀初頭頃の『三國長吏家系図』の「諸道職人座居之事」に「漆屋、御器師、
塗師」が挙げられている（盛田,1978:56）ことは、漆業の人たちに対する身分や職業の卑賤視を否定しようと
することの表れと捉えることができる。社会生活上の多数者の視線から見て違和感を持たれると、被差別民は
自らの由緒・来歴を語ることなしに自らの心性の世界において安住することはあり得なかった。それがあり得
ない歴史空間の中で語られた偽文書であっても自らの職能、自らの人として存在性を主張せずにはいられなか
った（森田,2015:264-265）。だから、たとえ、偽文書であっても、賤業と思われている職業にも古い由緒があ
ることが自らの心を慰め、自負心を持たせてくれるものであり（盛田,1978:75）、そのために自らの職能を誇る
ために伝説を作って、自分たちの由緒とし、自分たちの存在を確認したのである。『三十二番職人歌合』の序文
には「ここに我等三十人。いやしき身」とあり142、職人自身が卑賤を認識していると考えられる。既に室町時
代に港町、門前町が興隆し、商工業の活動が盛んになるにつれて、商業・細工業の中から賤業とは見なされぬ
までに上昇していく職種が次第に増加していた（盛田,1978:70）。近世に入って多くの商工業が自立し、賤視が
弱まっていた。しかし、270 年に及ぶ江戸時代を経て、明治・大正・昭和へと具体的な漆工芸のものづくりが
継続され、たくさんの美しい優れた品が生まれてきたにもかかわらず、求めた拠り所として選択されたものは、
それらではなく、根拠のない伝説であった。現代においても、なお、そのような意識が残っていたということ
である。もちろん、漆業界全体の特質ということではない。なぜなら、「うるしの日」の制定に関わったのは一
部の人であるからである。 
では、このような内容で「うるしの日」が制定されたということはどういうことであろうか。太平洋戦争の
結果、天皇の立場は象徴となった。個人の諸力を超える森羅万象を体系化する論理を独占する聖なるものにと
って、新たな体系化の論理を提供しうる科学は強力なライバルであり、存立基盤をも完全に消し去ってしまう
可能性を秘めているともいえる（片岡,2014:203）。しかし、終戦から 40 年を経た 1985 年の「うるしの日」制
定時にも聖なるものの影響が当時の漆業の人々の深層心理に厳然と残っていた。この内容で「うるしの日」が
制定されたことこそがその証左である。「うるしの日」には聖なるものである惟喬親王に自らの穢れを祓っても
らいたいという願いが潜在意識の中にある。そして、その舞台として、渡月橋で大堰川を越え、虚空蔵菩薩を
祀る聖地、智福山法輪寺が再び選ばれたのである。  
 
終 章 おわりに 
序章で設定した「「うるしの日」は権威づけのために制定された」とする仮説について、前章までの分析を踏
まえて検証結果を確認する。「うるしの碑」に刻された内容は史実ではなく、権威付けのために創造されたもの
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であった。「うるしの日」のもとになっている惟喬親王漆祖伝説も惟喬親王木地師祖伝説のフレームワークを活
用したものであり、漆工の歴史から見ても、明らかに架空のものであり、貴種流離譚の惟喬親王像による権威
付けを狙ったものであった。また、同じく「うるしの日」のもとになっている法輪寺の虚空蔵菩薩が漆の製法
や漆塗りの技法を伝授したとする虚空蔵菩薩信仰も染織の人々の信仰を援用したものであった。漆業の人々は、
木地師が頼りにした惟喬親王の権威だけではなく、染織の人々に伝わってきた虚空蔵菩薩にも権威を求めたの
であった。以上のことから、設定した仮説「「うるしの日」は権威付けのために制定された」は証明されたとい
える。そして、権威付けが選択された根底には当時の漆業の人々の深層心理に残っていた卑賤意識があった。
権威付けの道を選択した漆業界はこれらの伝説と信仰をもとに「うるしの日」を制定し、制定以降も権威付け
の取組みを熱心に継続してきた。 
 権威付けがもたらす副作用についても述べておきたい。「うるしの日」制定以前は、この伝説に具体的な日は
設定されていなかったが、1985 年の制定によって架空の 11 月 13 日という日が用意された。ここには聖バレン
タインデー、父の日、母の日、クリスマスなどと同様に欧米の市場戦略が見え隠れする。実際に漆器産地にお
いて「うるしの日」の幟を立てるなどして販売促進を図っていたこともあった。しかし、30 年を経た現在、「う
るしの日」は一般の人々に認知されず、漆業の衰退も加速化している。そもそも、架空である伝説や信仰それ
自体に意義はない。権威に依存する方法は、かえって産地や団体の足腰を悪くさせてしまう。権威に依存し思
考停止を引き起こすと、反省することや自力で問題解決をしようとする意識が弱まり、失敗から得られる教訓
を見出すことができにくくなるからである。権威は問題の改善や解決へと導いてくれる訳ではない。自然とと
もに生きる人々の交感しつながる能力や知恵、自然の力を工芸品というモノに具現化することのできる人々の
技術は、卑賤意識などとは全く対極に位置する、最も尊敬されるべき能力のひとつであり、現代社会において、
その稀少性の高まりとともに、ますます貴重なものとなっている。これからの「うるしの日」には権威主義を
乗り越え、漆と直接関わる人々の能力や漆工芸というものづくりそのものの重要性を伝える役割が求められる。
本物の文化として成熟していくためには、作り手によって美しいものづくりが誠実に行われ、支える人はその
ものの美しさを伝え、使い手は本当の美しいものとは何かを見極め、大切にする。そういった一つ一つの取組
みを積み重ねることしか道はない。 
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